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研究成果の概要（和文）：我々はDNA修復機構であるNHEJに関わる新規DNA修復酵素PALFの発見からCYR domainを
発見した。このCYR domainをもつ遺伝子を調べたところショウジョウバエで未知タンパク質を発見し、そのヒト
オルソログ(APNX)を発見した。ショウジョウバエとヒトオルソログタンパク質がDNA修復酵素である可能性を前
提にこれらのタンパク質の活性を調べた。その結果AP endonucleaseの活性をつこと、また、アセチル基転移酵
素活性の二つの活性をもつ稀なdual fanction enzymeであることがわかった。

研究成果の概要（英文）：The CYR motif was first identified in the human repair protein, PALF (ALPF),
 and found in various proteins of DNA metabolism, such as DNA repair and the DNA damage checkpoint. 
We found CG1218-PA and its human ortholog protein (APNX) that have CYR motif and DUF2228 domain, a 
domain of unknown function by searching database. We here analyzed the function of CG1218-PA in DNA 
damage response and found that CG1218-PA and its human ortholog APNX harboring DUF2228 are 
apurinic/apyrimidinic (AP) endonuclease. APNX interacts tightly with PARP1 and contributes to its 
activation after treatment of cells with alkylating agents. On the other hand, APNX have a partial 
similarity sequence of Tip60 and putative acetylCoA binding site. In vitro assay, APNX possess 
acethyltransferase activities against APNX itself and Tip60 protein. APNX plays an important role 
for the repair of DNA strand breaks and signaling of DNA damage in higher eukaryotic cells. 
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１．研究開始当初の背景 
ゲノムの安定性は様々な	 DNA 修復機構とチ
ェックポイント機構により維持されている。

DNA損傷のうち二重鎖切断は最もゲノ	 ムを不
安定化し細胞の老化やがん化に影響	 をあたえ

る損傷で、その修復機構の詳細な解明は重要な

課題である。我々は PNKと Aprataxin の FHA 
domain と相同性を持つをもつタンパク質のバ
イオインフォマティクス解析から新規の DNA 
修復酵素	 PALFを発見し、また、アミノ酸配列
の解析から CYR domain(C2H2 type zinc 
finger)を発見した。	 CYR domain をもつタン
パク質を調べると未知タンパク質を除くすべて

のタンパク質が	 DNA 代謝酵素・修復酵素であ
った。CYR domain をもつ未知タンパ	 ク質と
し て シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ の タ ン パ ク 質	 

CG-1218-PA を 見 い だ し た が 、 さ ら に	 
CG-1218-PA の配列からヒトオルソログ	 
APNX(C4orf27)を同定した。APNX は線虫か
らヒトまでよく保存されたタンパク質で、ヒト

APNXは CYR domain を欠損しているが、	 多
くの種のオルソログが CYR domain をもつこ
とから新規の DNA 代謝酵素・修復酵素である
と考えられた。損傷を持った DNA を用いて解
析 し た と こ ろ 、 PALF と 同 様 な AP 
endonucleaseの活性が確認され新規のDNA修
復酵素であることがわかった。一方、APNXの
アミノ酸配列を詳細に解析すると一部に Tip60
と相同性のある配列があり、また acetylCoA結
合サイトと思われる配列が見つかったことから

アセチル基転移酵素活性を持つと予想された。 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
2.研究の目的 
あらたに見いだされた APNX	 (C4orf27)は AP	 

endonuclease 活性とアセチル基転移酵素活性

を持つ新規 DNA 修復酵素で、その生理機能をタ

ンパク質レベルや細胞レベルで解明し、ゲノム

の安定性に対する役割を明らかにする。	 

３．研究の方法 
(1)	 CG-1218-PA 、APNX をクローニングし、	 
GFP-tag の細胞発現用ベクター、GST-tag,	 
His-tag のリコンビナントタンパク質作成用ベ

クターを構築する。	 これらを用いて	 GFP-タン
パク質を作り細胞内	 に発現させ、in situ でレ
ーザーを用いた実験や酵素活性について解析す

る。	 (2)	 Flag-tag APNX の安定発現細胞を樹
立し、相互作用タンパク質の同定を行いその生

理機能を解析する。(3)	 	 APNX を	 siRNA を
用いてノックダウンし、DNA 損傷薬剤に対す
る耐性など細胞に及ぼす影響を解析する。	 

４．研究成果	 
1)	 GFP-CG1218-PA、GFP-APNX を作製し, 
細胞に導入後	 in situ でレーザーを用いて細	 
胞 核 内 に DNA 損 傷 部 位 を つ く る と
GFP-CG1218、GFP-APNX は	 DNA 損傷部位
に	 DNA 損傷依存的にリクルートされ集積す
ることが分った。また、損傷部位を含む DNA
を用いた in vitro assayでそれぞれのタンパク
質に AP endonucleaseの活性が確認された。 

 
 

 
 
 

 

 
 

 
(2)	 APNX のアミノ酸列を２次構造比較プロ
グラムの HHpred や３次元構造予測ソフト
phyre2,	 またアミノ酸配列相同性をBLASTで
調べたところ DNA 結合部位と予想される配列
以外にアセチル基転移酵素Tip60と相同性があ
る配列とアセチル CoA の結合部位と予想され
る配列を見出した。そこで in vitro assayでア
セチル基転移酵素活性を調べたところ、自己ア

セチル化が認められTip60をアセチル化するこ
とが分かった。 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 
(3)	 Flag -APNX の安定発現細胞株を樹立	 し、
免疫沈降と	 nanoLC/MS/MS を用いてプ	 ロテ
オーム解析を行った結果、APNXは P ARP1と
ヘテロダイマー	 を形成していることが分かっ

た。また、酸化ストレスを与えると RNA クオ
リティー維持に働く RACK1と結合することが
分かった。(4)	 APNX の	 siRNA を用いてノッ
クダウン	 し、DNA 損傷薬剤に対する耐性を調
べたところ、酸化損傷や	 DNA 一本	 鎖切断を
引き起こす	 MMS と DNA 二本鎖切断を起こ



す Bleomycin に対して感受性を示すことがわ
かった。また、PARP1 とヘテ	 ロダイマーを形
成していることから	 MMS に	 よる酸化損傷
や	 DNA 一本鎖切断で活性化される	 P ARP1 
の活性を	 poly(ADP ribosil)鎖に対する抗体で
調べた。その結果	 APNX のノッ	 クダウンで	 
PARP1 の活性化が著しく遅れ阻害されること
が明らかになった。また、酸化損傷で誘導され

る核タンパクのアセチル化の一部が阻害され細

胞内で APNX がアセチル基転移酵素として働
くことが示された。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
以上(1)から(4)までの結果から、APNX は	 
PARP1 とヘテロダイマーを形成し、PARP1 
の相互作用タンパク質として酸化損傷や	 DNA 
一本鎖切断で	 DNA 損傷部位にニックやギャ
ップを導入して	 PARP1 の活性化を行うタン
パク質であること、また、酸化ストレス依存的

に核タンパク質をアセチル化するまったく新し

い	 DNA 修復酵素であることが明らかになっ
た。	 
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